
 
 

 

2025年８月８日 

NEWS RELEASE 

会 社 名 株式会社ティムス 

代表者名 代表取締役社長 若林 拓朗 

 （コード番号：4891 東証グロース市場） 

 

 

 

SMTP化合物に関する共同研究論文掲載のお知らせ 

 

株式会社ティムス（以下「当社」）は、研究開発の推進を図るべく、予てより学校法人昭和医科大学

（学長：上條由美、以下「昭和医科大学」）と共同研究を実施しております。この度、当該共同研究の成

果として、SMTP 同族体の一つである SMTP-27 に関する論文が学術誌 Journal of Pharmacological 

Sciences (JPS)に掲載されましたので、お知らせいたします。 

 

SMTP-27は Corxel Pharmaceuticals から無償での独占的使用許諾を受けている SMTP化合物のうちの

一つであり、可溶性エポキシドヒドロラーゼ（sEH）阻害の作用機序を通じた抗炎症・抗酸化効果を有す

ると考えられています。 

 

 

【論文の概要】 

論文タイトル： Therapeutic potential of SMTP-27 in attenuating diabetic nephropathy with 

anti-inflammatory activity 

（日本語訳：抗炎症活性を有する SMTP-27の糖尿病性腎症に対する治療の可能性） 

※ 本論文は、Journal of Pharmacological Sciencesオンラインで公表されてお

ります。 

（掲載 URL） 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1347861325000763 
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【お問合せ先】 

IR に関するお問い合わせフォーム：https://cloud.swcms.net/tms-japanPublic/ja/contact/inquiry1.html 

「Journal of Pharmacological Sciences (JPS)」は、公益社団法人日本薬理学会が

発行する英文の機関誌であり、世界の薬理学の発展を目的とした国際的なオープン

アクセスジャーナルです。 

 

公開日 ：2025年 7月 24日 

 

 

 

 

【株式会社ティムスについて】 

株式会社ティムスは、アンメット・メディカル・ニーズの克服を目指し、革新的な医薬品の発見と開

発に注力し、研究段階から臨床段階までを手掛けるバイオ医薬品企業です。当社の研究開発品には、真

菌由来の SMTPs（Stachybotrys microspore triprenyl phenols）と呼ばれる低分子化合物ファミリーが

含まれます。リードパイプラインである TMS-007（JX10）は、急性期脳梗塞治療薬として前期第Ⅱ相臨

床試験において優れた有効性と安全性が示唆されました。その他に、治療抵抗性又は制御不能な高血圧、

急性腎障害、脊髄損傷といったアンメット・メディカル・ニーズの大きい疾患に対する治療薬パイプラ

インを有しています。株式会社ティムス は、アカデミア等における発見を世界の医薬品市場につなげる

架け橋となることを目指し、日本の主要な学術機関との確立されたパートナーシップを活用し、新たな

パイプラインの探索を続けています。詳細は当社ウェブサイト（https://www.tms-japan.co.jp）をご覧

ください。 
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